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あ
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?:
る
が
故
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行
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爲
め 

給
上
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て の め の て I 紐 
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合 あ 三 る 社 ち 要 

結 h 今 觚 會 素  

論 か 日 給 的 而 4* 

Iこ ら 多 組 m し論 

到 で 額 織 給 て 2

:
 

.

{( 

一
 )
M
货
の
觀
愈
を
通

f (

ィ

"
溝

要

削

逸

行

爲

、
.
. 

I

達
す
る
行
爲

' 

1
(

ロ〕

供
給
削
造
行
爲

.

飞

霧

±

介
：

i

關101)

供
給
調
節g

爲 

I
,、 

I

マ
る
行
爲|(三

)！！

給
合
致
行
撝 

亂
給
紺
織
榔
成
耍
緊
'

|

 

. 

:

•.
;(C

四)

蹐
紿
合
致
の
純
技

?

、
资
木
の
提
佻
及

|(

1〕

资
本
の
提
佻

§

^

ィ
'
設
備
資
本

:!
:

:
び
之
に
關
す
る

|

^

眢

理

：

|(
ロ
、
切

陴

資
^
.

石

爲

：

：i,c

二〕

位
險
の
M
撙

：
/

厂
1
-
1

以

下

本文
！！

於
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於
け
る
斑
雜
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酗
給
組

.織
は
過
去
に
.
於け

る
生
鹿
紕
織
と
^
贽
屮
概

.
0._化

|:
伴
ひ
て
起
っ
れ
生
產
消
毁
の
分
蛰
上
の
ォ
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和せん
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め
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骰
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し
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歷
仉
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の
鹿
物
で
あ
，
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現
代
の
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鹿
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*
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级
姐
織

1
1
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し
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給
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縱
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、；

i

な
 

.
■
る
‘

論
.證
.
t£
んぐ

」

す
■
ゐ

K

わ
名
。

從
來
學
农
が
邴
給
組
識
の
办
在
の
理
由

か

钒
明
せ
ん

£

するや、分槳
の
理
を
以
て
す
る
の
が 

铿
通
で
あ

^

o 
.尤
も
學
洛
が
分
業
の
字
を
川
ふ
る
時
に
如
何
な
る
总
義
を
以
て
マ
る
や
叨
か
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な
い
け
れ
ど
も
荇
し

I
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般

1
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缵
芯
の
解
す
る
や
ぅ
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!:
分
業
は
劳
働
の
性
質
又
は
職
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か
'
分
つ
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と
マ
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ば
か
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の
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マ
る
酏
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系
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か
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わ
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⑩
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代
經
濟
組
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む
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す
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凡
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濟
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鴆
め
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づ
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代
の
商
樂
の
如
何
な
る
も
の
.な
り
し
や
を
知
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の
必
要
が
あ
る
。
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蓋
し
^
日
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組

織

は
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の
鹰
史
的
產
物
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
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古
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に
於
け
多
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荷
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馬
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駝
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方
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純
族
か
ら
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岸
か
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海
岸
へ
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ぃ
た
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彼
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は
卸
商
で
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、小
賣
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有
者
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あ
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知
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あ
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け
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檢
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つ
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あ
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.然
ら
ば
凡
て
の

.：商
業
上
の
職
分
を
一
人
で
行
ふ
や
ぅ
に
な

0
て
か
ら
直
ち
に
今
日
の
組
織 

が
成

.立
し
た
か
ヒ
云

.ふ
と
そ

ラ

で
は
な
い
。
然
ら
ば
今
日
の
商
業
組
織
は
如
何
^
し
て
發
生 

し
て
來
た
か
、之
を
說
明
す
る
，に
際
し

、
®

®
上
其
發
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の
順
序
に
ょ
ら
な
い
で
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商
準
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行
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交
通
、貨

#

、信
用
等
の
取
别
は
旣
に
古
く
か
ら
.商
業
ょ
り
分
離
し
、獨
立
の
.營
業
ご
な
つ
て
ゐ 

:

佗

も

の
で
あ
る
が
、商
乘

'が
發
達
し
て
來
る
と
後
に
：述
ぶ
.る
や
う
に
卸
商
と
小
賣
商
の
區
別
を

生
じ
た
。
此
區
：別
が
尤
も
！

&
く
行
は
れ

(

た
の
は

'英
：國
で
十
六
世
紀
、*
國
で
は
十
七
世
紀
頃
で 

あ
る
？
而
し
て
其

.取
引
が
益

#

ふ
ど
な
る

S
卸
商
及
び
小
寶
商
は
昔
の
や
ぅ
に
あ
ら
ゆ
る
货 

物
を
取
り
扱
ふ
こ
と
が
出
來
な
い
で
、*
次
取
扱
ふ
货
物
の
植
類
に
從
つ
て
分
裂
し
特
定
の
貨 

物
を
の
み
取

b

扱
ふ
乙
ビ
を
琳
業
と
す
る
や
ぅ
に
な
る
。
.シ
ユ
モ
ラ
ー
の
云
ふ
所
に
ょ
れ
ば 

t

w
大
陸
で
は
十
六
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
の
中
葉
に
か
け
て
到
る
處
に
卸
賣
商
業
の
収
扱
ふ 

货
物
が
漸
次
與
同
化
し
。

'海

®

に
は
原
料
及
び
製
造
貨
物
取
扱
の
商
人
が
出
來
、又
穀
物
、石
炭
、
 

小
麥
粉
、絹
絲
布
、棉
_
氣
布
等
の
礙
業
的
卸
商
業
が
生

じ

、史
に
進
ん
で
は
鐵
商
、書
微
商
す
ら
出 

來
た
ヒ
。

(

ご
又
ゾ
ム
パ
，
ト
敎
授
の
云
ふ
所
に
ょ
る
と
十
八
世
紀
の
英
國
で
は

®:
に
娘
料
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扱
商
：と
し
て

.鐵
、材
木
、石
炭
、羊
毛
、絹
、革
皮
、穀
物
：碾
割
穀
類
、汕
、煙
造
、

I

ブ
の
各
卸
商
が
出
來
、製 

造
品
商
業

€

し
て
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
金
物
、

®
装
’具
、箍

®

及
び
板
、

®

肉
、家

S

絲
、反
物
、絹
布
、絲

. 

食
料
品
等
の
各
卸
商
の
存
在
し
て
ゐ
た
ミ
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n
o 
.
而
し

V

定
住

.
蒗 

2
六
セ n
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十
-m
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舰
給
紐
織
择
衣
の
理
由
に
關
1

新
跳 

第

十

雜

六

ニ

商

6
し

て

パ

齊

商

*

を

；̂

ふ

も

の

は

^

飾
萬
屋
で
、其

取

扱

商

^

はf

句
も
小
資
營
寒
く
し
て
収 

扱

a
得
る
凡
て
の
商
品
を
合
ん
で
ゐ
た
。
而
し
て
此
が
商
品
の
®
類
に
從
つ
て
分
裂
し
始
め 

た
の
は
大
都
市

(

倫
敦
、巴
里
で
は
十
五
世
紀
で
あ
る
。
然
ら
ば
最
抓
此
蒗
屋
が
分
裂
す
る
に

0
 

し

て

は

勿

何

な

る

原

則

に

匙

，い
て
:

r

店

®
:に
.取
扱
ふ
商
品
を
分
類
し
た
か
ど
云
ふ
ど
、を
れ
は 

主

i

t
て
各
商
取

®

の
便
宜
免
何

S

S
ふ
點
で
あ
つ

^
。
則
ち
各
商
品

.の
保
管
，賣
却
に
路 

し
取
扱
上
相
互
に
和
容
れ
な

v>
性
質
の
も
の
で
な
く
て
、

^

一.
の
場
所
に
收
容
す
る
こ

ビ

が

/l
i 

S

又

P

一
 

の
器
具
同
一
の
設
備
で
其
用
の
足

^

る
.も
の
で
あ
つ
た
。
此
原
則
か
ら
し
て
先
づ 

商
況
が
ニ
大
別
せ
ら
れ
て
一
店
鋪
は
只
其
中
の
一
つ
に
厕
す
る
も
の
、
み
を
取
扱
ふ
や
ぅ
に 

;
■«
一
つ
で
浓
れ
。

;則
.ち
重
量
で
賣
：る
貨
物

^
、尺

度

で

寶

る

貨

物

の

別

母

で

あ

る

。

{[
!
]
し
て
策
三 

に
.起
つ
た
分
類
は
數
で
賣
る
货
物

(

金
物
、荒
物
の
如
き

)

で
、最
後
に
表
は
れ
た
も
の
は
古
物
，の販 

^

で
あ
つ
た
。

:5
|
:後
商
業
の
進
步
は
益
冷
®
ん
で
商
店
數
は
人
ロ
墙
加
の
比
例
以
上
に
左
だ 

し
く
垧
加
し
、各
.稲
の
商
店
も
出
た
の
で
あ
る
が
然
も
其
取
扱
商
品
の
組
み
合
せ
は
以
上
の
四 

原
却
に
依
づ
た
も
の
て
あ
つ
た
。
然
る
に
近
世
の
初
め
に
於
て
之
ビ
は

;1
£

に

1£
反
對
の

.股
,:
1
'
] 

に

よ
る
取
扱
商
品
組
み
合
せ
の
原
則
が
世
に
出

^

る
に
至
つ
た
。
則
ち
從
來
は

^

店
：經

0

の

し
て

1
店
_

に
集
め
そ
：办
れ
商
品
を

4 :
度
は

0 
0

者
の
便
否
か
ら
し
て
各
純
商
品 

を 

一
0

M
に
集
め
る
こ
と
が
世
に
出
づ
る
に
茧
ム
た
。
則
ち
從
來
絹
物
類
を
取
扱
つ
た
商
店 

が
典
他
の
流
行
品
を
矶
せ
陳
列
販
資
し
た

b
、或
は
高
貴
、

^
婦
人
の
.趣
味
嗜
好
を
挑
發
す
る
世 

界
的
珍

#
.の
赘
澤

^,
を
蒐
集
陳
列
し
た
り
、夂
家
具

®
を
賣
却
す
る
も
の
は
家
庭
に
備
ふ
る
，器 

具
装
飾

#

凡
て
家
庭
の
必
要
品
を

a

列
す
る
が
如
き

®
で
あ
る
。
德
者
若
し
昔
單
に
洋
誉
の 

み
を
販
寶
し
て
ゐ
た
丸
善
か
文
房
具
を
喪
り
、紳
士
用
雑
貨

(Herrenausstatt

目g
)

を
備
へ
、见
に
レ 

卩
：V

n

丨
ト

'迄
賣

_

し
.て
/ゐへる：の

.
を

見

：
る
：

時

故

に
取
扱
商
品
組

.み
命
せ
方
が
從
來
の
商 

品
取

®
本
位

か
ら
、
霞
用

♦
仗
.
#
者

本
；；

位
：
.
に：移
り
て

ゐ
る

の
を
看
取

す
る

こ
ど
が
出
來

る
の 

で
あ

.る
。
' 

.

斯

の

如
{

し
て
卸
商
の
分
裂
.に
加
へ
て
小
質
商
亦
各
嵇
の
原
則
に
從
ひ
取
扱
商
店
を
分
類 

m
集

し

て

販

賣

す

、る
，結

*
，昔」I

人
が
鉀
商
、小
賣
商
を
蜂
ね
、且

?

は
數
稲
の

' 商
品
を
取
扱
つ
て 

ゐ
.た
も
の
が
今
日
で
は
商
品
を
興
に
す
る
に
ょ
つ
て
經
營
が
分
た
れ
、多
桢
の
商
店
鱗
營
を
生 

じ
た
の
で
あ
る
。
現
に
一
八
八
ニ
年
獨
逸
で
は
十
五
種
の
商
品
商
業
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
か 

つ
た
が

'

九
〇
七
年
に

.は
四
十
七
種
の
多
き
に
上
り
、々
日

最
高
度
の
卸
商
に
茌
り
て
は
只
一

第
}
-セ
%-
‘(

1
>>
1七
0

齡
挪
刚
給
紕
觥
袼
杻
り
理
田
に
_
す
る
新
訧 

笫
卞
號 

六
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號 

六
©

.

定
の
，品
質
夂
は
番
號
の
商
品
し
か
取
扱
は
な
い

'も
の
す
ら
生
中
る
に
到
つ
た
の
で
あ
る

0

S)
.
:

(
往).：；Grundriss der .sozialokonomiK, 

w
d
'
v
, 

I
.
'

'H
e
n
,ひ.
ON
N
.

.
商
業
が
其
取
扱
商
品
の
輸
類
に
從
つ
て

«
業
化
す
る
に
到
つ 

る
。

M
し
自
給
經
濟
棄
れ

V

交
易
が
增
加
す
る
や
、一
人
の
資
本 

商
業
を
營
む
事
が
出

.來
な
い
や
ぅ
に
な
つ
て
來
た
ば
.か

 

な 

0
.
0
品
の
取
扱
の
便
利
，等

tl
益

‘
t商
業
の
專
業
化
を
必
要
と
す

(

站ン 

Sch§
r,

.

Isan̂els

cretriebslehTe 
パ
 AuS. s. 

I
IO.

:

.

.

■
玆
に
於
て
か
商
業
は
乘
縈

_
代
ょ

A

獨
立
時
代
を
經
過
し
漸

時
代
に
到
達
し
.た
も
の
で
あ
る
。
何
れ
も
'皆
交
易
經
濟
發
逢
の

' 

' 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

勞
カ
に
比
し
分
懂
上
大

W

な
つ
て
來
た
結
果
に
外
な
ら
な
い
の 

單
に
を
れ
丈
に
止

^

ら
な
か
つ

^

の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
此
現 

應
現
代
配
給
龃
織
：の
分
祈
的
說
朋
を
試
む
な
必
耍
が
あ
，る

0.

三 

.
フ

.

.

.
以
上
述
べ
た
や
う
な
商
業
經
營
の
取
扱
ふ
貨
物
の

®

類
に
よ
る
商
業
の
分
化
は
之

.等
の

财

た
理
出
は
極
め
て
明
白
で
あ 

勞
力
を
以
て
し
て
は
多
種
の 

く 
♦商
品
の
鑑
識
、

If
f
場
舰
察
、

㈣ 

る
に
到
つ
た
か
ら
で

あ

る(

S

や
く
近

ti
t

に
到
つ
て
分
裂
の 

爲
め
に
商
業
の
仕
事
♦か人
の 

で
あ

'る
。
而
し
て
典
結
果
は 

象
を
論

V
Tる
前
に
菩
人
は
.一

.貨
が
一
生
產
者
の

M

料
又

〕

は
補
助
材
料
と
し
て
相
互
補
充

貨
物
た

る
關
係
を
有
す
る
場
合
、又 

は
同

一

消
費
者
の
卿
入
す
る
所

S

る

S

ふ
意
味
に
於
て
相
互
相
關
聯
し
、

M

一
 

配
給

2

 

の
圈

F
 
6

入

る

も

の

で

あ

る

，け
れ
ど
べ
も
、配
'給

費

用

の

見

地

か

ら

見

れ

ば

同

一

の

配

給

鈕

織

に
 

属
し
な
：ぃ
も
の
で
あ
る
。
故
に
配
給
費
用
ど
云
ふ
見
地
か
ら
見
れ
ば

同
一
:經
營
の

取
扱
ふ
商 

ロ"
の
？

©

(
參

力

^

る
配

^

_
關
の
み
が

;^
:-
R

屬
し
て
、當
該

貨
物
の

配
給
费
を 

桃
成
す
る
も
の
で
あ
る

^

云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。.只
一
商
業
が
多
種
の
商
品
を
取
扱
ふ
場

合
k

は
凡
て
商
品
が
全

?

し
て
同
經
營
の
；費
用
を
負
擔
す
る
こ
ど
は
注
意
を
翦
す
る

rr
で

あ
.る
。(

譲 

一

J

% 

.

(

E) kpMsball, Industry

,

and 

“皂
ぐ
や

.

26G.27I.

1

つ
の
貨
物
の

.興
|

を
«

成
す
る
と
云
：右
か
ら
し
て
貨
物
の
移
動
に
參
加
す
る
配
給

.
 

機
1

の
組
織
を
區
別
す
れ
ば
余
は
之
を

(

I

s
系
組
織
ビ

(

ニ)

傍
系
組
織
の
ニ
つ
^
分
つ
こ
ど
が

人
が

B
I
Mを

_
人
の
手
か
ら
他
入
の
手
に
渡
す
經
過
で
あ
る
。
而
し
て
商
品
が
其
生
產
者
か 

消
費

■

手

i

す
る
迄
に
は
五
人
十

A

又
は
十
人
以
上
の
手
を
經
る
揚
合
が
あ
る
。
而
，し

丨

辩十七

^

C

1
ナ七
:.
5

.
論

.魏
舰
給
組
織
存
從
の
规

-a

に顧.マる新說

 

第十虎

1



席十七

.您

(

一六七六

〕

論
就
酏
給
紕
徜
湣
拒
の
理
由
に
關
寸
る
新
訛

 

第十號
 

六六

てMarshall 
激
授
は
此
際
生
產
者

-R
近
き
商
業
を
上
位

匕

し

て
、消

S

に
近
き
も
の
を
下
位
ミ

名
づ
け
て
，ゐ
る
。
傍
系
組
織
と
は
商
品
が
直
系
組
織
を
通
し
て
揚
所
的
移
動
を
な
し
つ
、
あ

る
際

■に
傍
ら
ょ

6

:)
t
:商
品
の
移
励

に

參
加
す
る
も
の
で

■あ
る
。

例
へ
ば
銀
行

^

險
凌
姐
、

«

谓

倉
庫
荷
造

_

の
m

释
の
.如
き
舞
で
あ
る
。
而

L

T
直
系
組
織
に
在
る
商
業
は
必
す
し
も
佘
が

先
に

.述
ベ
れ
配
給
上
に
於
け
る
凡
て
の
職
分
を
行
ふ
も
の
で
は
な
い
け
れ
ざ
、然
も
需
給
仲
介

.行
爲
中
の

(

一)(

一一)

及(

三)

を
行
ふ
を
.普
通
ど
し、例
外
は
ぁ
る
が
資
本
上
の
危
臉
を
負
摩
す
る

も

の

で
ぁ
る
。
傍
系
組
»
に
あ
る
も
の
は
以
上

の

主
要
職
分
以
外
の

も

の
特

R

M
&
術
的
行
爲
を

行
ふ
も
の

が

多

い

、

け
：；

れ
；ど
も

.

.主
要
：職
：分
で
も
其
の
中
の
あ
る
も
の

4

»
立
營
業

e
し
て
傍
系

に
立
つ
こ
ビ
が
あ
：

.る
。(

g

5
j:
:
v

(

独 

一)
sch

plIV.Handelsbetriebslehre's. 102

(

註
ニ

〕

萌
し

て̂
ぬ
の
へ
ま
耍
齙
殳
が
傍
系

L
i

立
つ

.勘
：合
に
は

E

系
組
織
！

i

大
，

る
變
化

を

來

n 

... 

す

::
,^
IX後

：
！：：：

本

論

文

0
結
論
と
し
：
Iて

it
接

01
*
給

か
論
す

■る
際

1:
之

か

訛

叨

す

7,
:通

.リV..

あ
：る
。 

.

.

m

給
機
關
は
其

.
_系
雜
織
，に
屬
す

.る
€
、又
傍
系
龃
織
に
屬
す
る

,と
を
問
は
ず
、

1̂
れ
も
绦
し 

く
配
給
我
を
桃
成
す
：る
も
の
：で
あ
る
に
も
拘
ら

t
、»

b

K系
組
織
の
み
が
今
日
批
麵
、改
造
の

:
;@
?

な
.る
の
は

何
：#

で
あ
る
い
か
逢
し
避
れ

a)

愣
系
組
終
•か
商
品
配
給
以
外
の
經
濟
行
爲
を 

妇
せ
な
す
ー
反

!L
il
系
組

a

は
配
給
其
物
を
以
て

-«
業
と
す
る
こ

s

b)

傍
系
配
給
.組織
の
費 

用
は
直
系
紐
織
：

R

,

t

:ss
給
機

_
 

る
こ
ビ
、

(

C)

配
給 

上

0
利
擱
を
收
む
：

る
，.

も
'の
は

■貨
物
の
.所
有
權
を
有
す
る
直
系
組
織

0
配
給
機
.關
た
る
こ

t (

a
y 

*
近

#
'に
直
系
配
給
機
關

0
數
墙
加
し
、鄉
系
組
織
の
距
離
を

.延
長
せ
し
め
た
結
果
に
外
な

6

1

;>
_. 

. 

，
'
,■

. 

' 

: 

. .

.:
1:
..

 

.

、

:丨I
.

E
' 

.

.

.

.

.

M

'-
i
必
て
デ
ロ

^

说
再
び
交
為
經

«

發
達

.0
結
果

.が
商
業
上
の
仕

«

を
商
業
上
の
勞
力
に

ib 

.

.て
^

遣
上
大
ァ

b
し
め

L

結

^

は
商
業
組
織
を
變
化
す
る
ね
到
ら
し

.め

/?
ビ
云
ふ
雙
命
こ 

立
ち
鲜
つ
て
論
を
進
め
る

I

が
出
來
る
。
則
ち
以
上
述
べ
て

來

た

商

業

の

S

 

給
の
經

2

篇

ぁ

っ

て

'從
つ
て
配
給
費
の
：上
に

「

直
接
關
係

I

す 

る
配
盤
離
の

S

S

全
ぐ

2

の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
配
給
距
離
を
延
*
す
る 

も

の
は
ー
配
過
の
縦
斷
で
は
な
く
し
て
橫
斷
に
ょ
つ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
乃
ち
以
上

配&

經
過
ヾ
の
縱
繁
分

f

述
ベ

5

人

I

下

I

斷
的
分
裂

Q

跡

v

f

な
け
れ
ば
な

i

n
 

.

(

1
,六七七

〕

.

0 

，

刚給翁

■

在の理山に調

.
I新

挪

.笫

十

號

六

b
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六
八

• 

" 

. 

. 

'
I
: 

.

.

.

-

.

.

. 

: 

' 

'

ぬ
。
':
:「

蓋
し
此
の
配
給
經
過
の
横
斷
的
分
裂
こ
を
本
論
文
の
主
服
を
な
す
の
で
あ

' 
る
か
ら
で
あ

ら
る
。

自
給

0

足
の
經
濟

♦か
一
般
を
支
配
し
て
、交
換
の
發
達
尙
幼
稚
の
時
に
は
笨
換
其 

5#
業

6
す
る
に
は
-何
仕
事
の
分
量
が
少
な
い•爲
め
に
商
業
は
兼
業
と
し
て
行
は
，れ 

に
交
換
が
膦
達
し
て
來
る
ビ
之
を
禅
栾
ビ
す
る
も
尙
充
分
に
人
の
勞
働
を
利
用
し 

る
。
交
換
•か
益
々
發
逄
し
て
來
る
と
今
度
は
交
換
の
寒
務
か
餘
り
に
甚
だ
し
く
一 

働
丈
で
は
處
分
出
來
な
い
、ルノ
な
く
ビ
も
有
效
に
行
ふ
乙
と
が
出
來
な
い
や
ぅ
に
な 

す
れ
ば
仕
事

0
分
激
が
勞
働
よ
ら
も
大
ど
な
つ
て
來
る
。
此
の
爲
め
に
各
經
營
•か
 

ふ
貨
物
の
種
類
を
限
定
し
て

«
業
化
す
る
こ
ヾ

」

は
以
上
述
ベ
來
つ
た
所
セ
あ
る
。
 

配
給
上

'に
於
け
る
仕
事
が
勞
働
以
上
に
上
ぼ
る
此
の
分
量
上
の
不
調
和
を
調
節
す 

中
し
も
以
上
述

V

た
縱
斷
的
分
裂
の
み
に
よ
ら
な
い

、
^

«斷
的
分
裂
に
よ
.つ
て
之 

道
が
あ
る
。
而
し
て
此
橫
斷
的
分
割
の
：行
は
る

S

に
至
る
の
は
、之
れ
亦
配
給
經
過 

其

一
を

な
t

も
侃
よ
く

其
經
營
を
維
特
：し
：得

る
_
、ゆ
言

す

れ

ば
交
易
發
達
の
結
艰 

猶
程
が

1

經
營
を
勋
か
す
に
充
分
の
仕
事
ビ
な
る
に
及
ん
で
初
め
て
行
は
る
、
も

物
を
以
て 

る
。
然
る 

得
る
に
到 

經
營
の
勞 

る
o

換
言

其
取
&
扱 

け
れ
ど
も 

る
の
は
必 

を
な
，す
の 

を
分
割
し 

經
過

0-
1

の
で

あ

る

。

ゾ

ム
バ
ル
ト
敎
授
日
く
、

8)

U
n
t
e
r

 

d
e
n

 

G
r

CIn
d
e
n

 

seiner 

(des 

G
r
o
s
s
h
s
d
e
l
s
)

 

E
n
t
s
t
e
h
u
n
g

w-
rt
-
91
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u
n
a
h
m
e

 
der 

H
a
n
d
e
l
s
t
s

crQkeit 

s
r Jriauptgrund : 

der 

S
t
r
o
m

 

w
u
r
d
e

 

stark 

g
s
u
g
,

 

u
m

 

das 

R
a
d

 

eines 

k
au
f
m
.
i
n
n
i
s
c
h
s 

B
e
t
d
e
b
e
s

 

z
u 

treiben, 

a
u
c
h

 

o
h
n
e

 

das er 

a
u
f
s
s
t
a
u
t

 

w
e
r
d
e
n

 

musste.

@
 Ibid., 

w
d 

Irs. 
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1

M然
ら
ば
配
給
經
過
の
橫
斷
的
分
割
は
い
つ
頃
ょ
り
始
ま
つ
た
か
。
本
來
古
代
で
は
一
般
に 

直
接
交
換
が
行
は
れ
て
獨
立
の
®
入
は
存
在

し

な

か
っ
た
。

.中
世
都
市
經
濟
時
代
に
於
て
も 

佝
直
接
交
換
が

r

般
的
現
象
で

ぁ
っ
て
、か

の
所

_
都

市

經

濟

，
政

策

の

，
心

髓

は

實

に

此

直

接

交
 

.換
の
原
；則
を
强
湖
維

：

持
し
て
各

®
费

者

を

し

，：
て

直

接

生

産

者

ょ

 
>
買
入
れ
し
む
る
に
あ

つ

た

，
 

而
；
.し，
.，.て
»
立
の
商
業
，は

.主VJ

し
て
行
商
の
行
っ
た
所
で
西
及
び
中
部
歐
洲
に
定
住
商
が

一

般 

.に，櫥
が
む
、腔
接
交
換
の
壞
は
れ
た
の
は
漸
や
く
十
八
世
紀
の
終

.

CN

で
あ
る

。befoe

の
云
ふ
所 

に
ネ
れ
ば
當
特
何
れ
の
利

(

<日
ぶ
€)

少
な
く
ビ
も
顯
著
な
る
町

(

'garket-town )

に
は
到
る
處
商
店 

が
あ
ク
た
ビ

の

こ
ビ

で

あ
る

o

 

(Tradesman'

0027)

け
れ
ど
巴
里
や
偷
敦
の
や
ぅ
な
大
都
市
で
は 

知

論

；中

世

早

く

率

住

：商

.が
«
_
,し：
.てゐ
：れ。
：け
れ
ど
も
中
世
に
於
け
る
此
等
の
商
人
は
卸
商

.
第
十
七
怨

(

T
パ七九

〕

論

E

.削給組織

#
布
の
理
由
！！
關
T
る
新
^

第
十
贼
：

六
九



1

.

笫
十
七
卷(

一
六
八
0〕

論

說

酿

給

組

.織
'#
担
の
理
財!-
：赚
す
各
新
說 

で
あ
る

W
同
时
に
乂
小
賣
商
で
あ
り
て
、卸
商
ど
小
賣
商
の
區

る

：
。
：

，
然

i

.

v

此
の
脉
输
；ご
.：
小
賣
商
の
兩
者
が
互
に
分
た
れ
て

.

.

.

. 

■<
 

• 

■ 

•:•

斷
的
分
割
の
行
は
れ
た

.こ
と
は
實
、

U
近
世
の
初
期
に
於
け
る

は t 英 經 玆  

れ の 國 濟 に  

f z ご で 上 始  
° ど 或 の め

第十.號
 

し
な
か
つ

て
配
給
細 

一
大
現
象 

る
商
槳
に

で

る

。

§
 

■

而 於 で 織 た

七
0 

の
で
あ 

上
の

横

ぁ
つ
た 

て
は
就 

し
て

®

の
で
あ
る

':
0

而
し
て
此
の
现
象
の
尤
-も
早
く
表
は
れ
た
の
は 

に
十
六

®
紀
の

^

6
に
卸
商
ビ
小
喪
商
の
分
裂
獨
立
を
見
た 

國
で
は
一
世
紀
，後
れ
て
十
七
世
紀
の
終
り
に
此
の
分
裂
が
行

……
(

註)

我

^
1
1は
時
に

c
ommerce

ミ
Tr.de、

Merchant 

€ t
r
a
d
e
s
m
a
n

の

0

別

^
誤
解
マ
る
む
の
が
ゎ
る
や 

•っ

で
あ
る

か

ら

此
機
會

I:
於

<

1
言

し
れ

い。
英

_

で
は

Merchant 

W

一方ふ語は十五佾紀から 

,六

-I
!
!
:
組

へ

の

鞞

換

骱

l-
{t
凡
て
の
商
人
か
指
し
ゐ

ハ
も

0

で
特

|:
跖
•別す
る
所
は
な
か
つ
れ
十 

.
ら
し
い
。

故
に

u
l
d

 merchant 

w

云
:ふ
時

11

卸
商
も
小
蠻
商

も

凡

て
岔
ま
れ
て

ゐ

f:
。

十六世紺 

.

.
L
i

M

つ

て
英
阈
の

海
外

贸
易
が

盛
ん
に

な
石

や
海
外

贸
易

商
人

^
示
す

0 

€
し

<

mere 

merchant 

(

純商人

)

2
云
ふ
宵

梁
が
出
で
、

^

ド

it
し
て
内
阈

商
業
じ
從
祺
す
る
卵
人

11
之

^

一
” 1
,
1 ロ
 

 ̂

S

 

.

つ
て
ゐ

た
。

け
れ
ど
む
主
と
し

て
小

斑

商
人

(

R

I

S
4*
示

す
'語

で
め
つ

n

o
十
七
仳
紀
顷

か
ら 

は

#
通
“

A
はM

e
r
d
t

 

(

海
外
致

為

商人

)

、Tradessaa 

(

内地卸商人べ及、

び
：shopk eper 

(

小
資
商
、

)

ド
 

三
つ

I:
分
”
れ
て
ゐ
れ

や
、？

で

わ

る
.

o

O

B

B

'

J

r

c

e
 

?
v

:
:

.
T

r
a

i
e

 

の
.

^

別
.
.
.；

5
:

之.と同
じ

.

や
.

ぅ
.

に
.

c
o

m
m

e
r

c
e

 

w

 

.
1

方
ふ
字
は
之

^

T
r

a
d

e

 

w
^

別
し
て 

川
ふ
る
時
は

e
x

t
e

n
d

e
d

 

t
r

a
d

e

め
总
妹

T

火
奴
犓
の
.商
業
特

I :
0

0

商

m

^

 

M

味

b
'

T
r

a
d

e

は
國
內
商

I

4
 

 ̂

M
 

$
 
y

s 

Jo 

0 

T ある。

M
a
r
s
h
a
l
l

の.近蓉

 

I
n
d
u
s
t
r
y

 

a
a
d

 

T
r
a
d
e

 

の 

口
木
の
譯
教
は
之
&
座

\ 

.

.

. 

_. 

. . 

.
1 

.

業:及

び

贸
舄
論

」

ビ
謂
：レ
：て
か
ら
れ
る

V

ぅ
で

わ

る
が
、本
來
國
內
商
業

4>
論

じ
て

ね
る
同
著
か

：

=

本
語

で

.對
外
商
業
の
語
ド
川
ひ
ら
る
、

^

ii
ミ
云
ふ
語
で

0
す
る
の

U

如
何
か

y

j

似

It
れゐ。

m

.に

.
T
丨
シ
ャ
；
教
授

.の
本

¥
の
m
iE
じ
か
か
る
新
著
は
前

-の
國
內
商

'業
に
對
し
て
對
外
卵
業

か

,
 

. 

:

- 

- 

, 

• 

• 

■ 

li
s
’ じ V

,

■る.’むの

 

_ で
ち
：
.る：が

.、
^
.
It
.之 Li Money Credit and 

C
o 日
 meice 

の
ga
.名
か

川
.ひて

./J
f

/J
?
:
.

.
:

四
_

,

斯
の
如

ぐ

英
國
で
は

.十
六

.世
紀
末
、佛
國
で
は
十
，七
.世
紀 

給
經
過
の
橫
斷
的
分
裂
は
、其
後
交
®

—

機
關
の
發
達
に
伴
ふ 

つ
て
生
^

る
取
扱
分

最
.の
增

.■*

.
,
.

の：爲

.

.め
K 

費
考

-
生
：摩
者
ビ
の 

な
る
配
，給
區
.域

S

大 

た
。

而

L:
て
左
に
揭 

延

I!
ir
.最
J
& 

^

ら
力

る
大
最
生
產
、從

け
て
、益
♦
盛
ん
に
行
は
れ
、爲
め
に
.消 

の
で
ぁ
，る。
而
し
て
此
現
象
は
絕
大 

て
も
亦
特
に
德
だ
し
^
も
の
が
ぁ
つ 

6

今
：日

に

至

る

配

輪

直

系

距

*:
の
此 

す
る
。(

§
 

:

(

第

5

 

,
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十
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こ
ハ
八
3

論

說

.
M給
紕
織
猙
f

理
由
に
關
1

新
耽
，
 

第
十
雛 

七
一

末
に
な
つ
て
初 

配
給
龆
域
の
搬 

十
九
世
紀
.末
炉 

距
離
を
愈
々
遠 

量
生
產
組
織
を 

ぐ
る
ぃ

S
h
a
w

氏

K
示
す
か

ら
し

め
て
行
は
れ
た
•配 

大
、鹿
業
革
命
に
ょ 

ら
ニ
十
世
紺
に
か 

ざ
か
る
に
至
つ
た 

有
す
る
米
.國
に
於 

の

I

表
は
古
來
ょ 

て
左
に
之
を
別
用



笫
十
七
餘
：

.
c
r
:
ハ八
5

論
說
醜
給
組

^
蓄
の
理
曲
に
蘭

1

新說 

V ニ

. '

代 古
及

方地開未 

生

產 , 

者
«nanKT*PMM«ftn

| I

/ .

消

而
し
て
此
の
最
後
の
形
式
は

.sh
w
w

氏
の
云
ふ
所
に
ょ
れ
ば
十
八
世
紀
の
末
葉
ょ
り

十
九 

t

IL
の
射
め
に

^

て
し
た

6 
J
V
の
で
、
氏
は
之
を
正
統
配
給
制
度

(
o
r
t
h
o
d
o
x

 

t
y
p
e

 

of Distribution) 

e
名
'づ
け
て
ゐ
る
。

cf-
t〕

Shaw, Some problems 

o
f 

Maiket Distribution, pp. 

7
0, ?4 

and 60. 

t

‘

け
れ
ど
も
配
給

「

の
細
織
は

S
h
a
w

が
述
べ
て
ゐ
る
や

*5
に
單
に
製
造
者
ょ

6
消
費
者
に
到 

る
ば
が
ぅ
で
は
な
い
。
之
等
の
生
産

*

は
其
製
造
の
爲
に
原
料
及
び

M

助
材
料
を
必
要
？
 

る
ち
の
で
あ

.
る
。

.而「

し
そ
此
の
原
料
及
び
補
助
材
料
の
生
產
者
ど
一
製
造
工
業
家
を
結
び
付
く 

る
飢
猶
も
亦

1

の
配
：給

0
紐
織
で
あ
る
。
現
に
販
寶
組
織
に
於
け
る
中
世
の
行
商
に
對
當
す 

る
地
方

»

入
者

(
c
o
u
n
t
r
y
-
b
u
y
e
r
x
^
o
c
a
i

 

b
u
y
e
r
)

な
る
も
の
は
英
國
で
は
十
七
世
紀
か
ら
十

\ 

世
紀
に
か

.け
て
旣
に
著
る
し
く

.發
達
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
圯
等
の
商
\
は
田
舍 

K
散
在
す
る
農
家
を
訪
ね
步
き
て
彼
等
ょ

b
穀
物
、家
畜
、羊
毛
等
の
農
產
物
を
小
最
づ
、
質
集 

め：之
を
地
方
又
は
中
央
市

'®
に
運

搬

♦し

來
て
販
賣
す
る
の
を
職

.分
と
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
 

而
し
-て
か

、

る
食
料
，品
：；

生
：產
者
，と
中
央
：市
場
又
は
エ

揚

ビ
を
連
絡

'す
る
配

給
經
過
の

«

i f

的 

分
韵
も
^
に
か
、
る
地
方
贶
入

.者
，丈
に
止
ま
ら
ず
、大
量
生
產
ビ
中
央
市
場
の
規
模
大
ビ
な
る 

に
從
つ
て

|1
1
(-
:
益
々
分

^

し
た
の
で
あ
る
。
今

Hir,‘c
h

氏
に
從

0

て
此
の
原
料
生
產
卷
た
る 

M

家
か
ら
中
央
市
場
又
は
工
場
に

M

る
經
過
を
示
せ
ば
左
の
如
し

。
‘(

一)

農
家

—

，
勝
入
者

I

地
方
卸
商

(

撰
別
商

)

I

中
央
市
場
卸
商
交
は
工
場

)

I

工
場
。

.

.

.第十
七
盤

(
一 .

六八三

〕

躺

0 

g

給
■

存
在
の
理
由
に
關
す
晶
說
, 

f

m

七
三
.
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酏
給
紕
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荏
從
の
理
由
に
闕
す
る
斯
說
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第
十
發 

U
U
H 

楚
を
以
て
見
れ
ば
蔽
系
配
給
組
織
は
中
央
大
市
場
又
は
工
場
を

.巾
心
ど

し
て
、

(

一
筅
づ

M

料 

生
產
著
か
ら
中
央
市
變
は
；エ
場

)

に
至
る
組
織
く

(！

1)

M
に
此

0.
巾
央
市
場

(

又
は

X

場)

か
ら

m 

.毅
者
に
至
る
組
弒
の
ニ
つ
に
分
つ
こ
ビ
が
出
來
る
。
而
し
て
前
者
は
之

v
v
®
A
M
a
>
u
f
k
a
u
f 

organisation)

と
云

a
後
卷
は
之
を
販
賣
龃
織

(Absatz 

organisation}

と
名
づ
け
る
こ

€
が
出

 ̂

る

r

し
て
仰
入
敍
織
に
あ
る
商
業
，は

.之
を
览
集
商

{Der 

kollektierende 

H
a
n
d
e
】)
v
j

云
ひ
、1

產 

物
を
小
央
市
場
又
は
エ
場
に
集
中
す
る
を
其
職

^

ビ

し
販
質
細
織
に
あ
る
商
業
は
之
を
腹
義 

の
分
配
商

(
D
e
r

els
t
l
r
e
n
d
e

 

H

I

?
名
づ
け
、：

j

ヶ
所
に
集
中
せ
る
财
货
を
见
ニ
各
方
“
こ
散

す
る

消
费
者

k
分
配
す

る
.を
其

職
分
と

す
る
も
の
で
あ
る

。

0
5

(
一
)
orundliss  ,der 

s
o
z
E
o
k
a
n
m
o
r
B
d
.

 

V
.

 Ttil 
t. 

S. 

7 
へ f. 

.

(

二) 

Sc

プar,. a. a. o. s
'
102.

.

之
を
以
て
見
れ
味
现
代
晚
系
配
給
紕
織
は
甚
だ
長
き
延
提
距
離
を
有
す
る
も
，の
で
あ
つ
て
、
 

嗇
し

®

接
配
斜
運
動

：

(Bestrebungen 

3
c
h

 

direktem 

E
B-u

n
d

 V
e
r
k
a
n
f
}

の
起
る
所
以
で
あ
る
。

^

ら
ば
從
^

ロ，
^'
^

^

^

產̂

^

ビ

の

政

按

交

換

に

ょ
つ

て

配

給

せ

ら

れ

/
a

!

物

が.*
>
]
'
女 

i 
A

日
^/
の
勿
ぐ
多
人
數
の
■利

間

商

人

の

手

を

■«
る
乙
ど

を

必

要

ど
す
る
か
と
云
ふ

.a
問
が

:當
然
起

0

て
來
な
け
れ
ば
本
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
余
に
寡
聞
な
る
此

S

を
屮
心
ど
し 

:
で
細
み

&

れ
た
研
究
は
な
い
や
ぅ
で
あ
る
。
配
給
問
題
に

-m
て
は
隨
分
多
數
の
文
献
に
存
在 

す
る
け
れ
ど
其
大
多
数
は
か
、
る
畏
き
配
給
距
離
の
延
長
に
驚
い
て
只
之
を
如
何
に
短
縮
せ 

ん
か
を
論
議
し
て
何
故
に
か

N

る
配
給
組
織
が
’起つ
て
來
た
か
ど
云
ふ
こ
ど
に
對
し
て
は
多 

く
考
康
を
拂
つ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る

::
0

彼
等
は
解
剖

S

病
理
を
無
視
し
て
手
術
を
行
は
ん
ど 

試

み

て
ゐ
る

”
.の
で
あ
る
。
而
し
て
偶
令
其
理
を
說

■

せ
ん
ど
す
る
も
の
あ
ら
ば

(

勿
論

k

多

く 

は
之
を
其
議
論
の
十
、も

^

し
て
論
じ
て
ゐ
る
の
で
は
な

s

け
れ
ど
も

)

則
ち
現
代
直
系
配

給
姐 

織
を
分
業
の
理
を
以
て
說
叨
す
る
：
こ
と
が
一
般
の
通
說
ご
な
つ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。

(

註)

け
れ 

ど

名

佘

は

 ̂
A

說
に
‘
爲
に
服

す

^

こ
ビ
の
.出
來
な

s

も
の
で
あ
る
。

ょ

し
此

定
說
は
談
つ 

て
ゐ
，
し
ど
し
て

:5
代
の
配
紀
上
に
於
け
る
直
系
配
給
組
織
の
存
在
を

11
由

付
^-
る

充

分

の
 

根

據
S

な

す

こW

が

出

來

な

い

の

で

あ

る

。

(

註)
Schmoller,orandriss,2 Tcil 

s. 34. 

s
c
hpl
r
, 

a. a. o. S. 112.

^
sf
.
c
h ド
 

p
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p
.
p

s. ~62'

M
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^

獨
立

‘し

た

の

は

之

れ
®

給
行
爲
：
の 

一
«

分
を
盡 

第
十
七
卷(

I

六
<
丑)

論

脱

，
.，刚
輪
紕
細
存
在
：の
理
踅
侧
す
る
新
魏 

笫
十
號 

去



第
十
七
卷

(

一六八六

〕

論
.
跳
刚
給
組
織
存
夜
の
證

II

關
す
る
新
® 

解
十
雛 

七六
 

く

す
爲
め
の
も
の
で
あ
つ
て
、

®
業
行
爲
全
部
を
行

a
得
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
然
る
に 

パ

梟
商

V」
餌
商
と
は

「

何
れ
も
皆
佘
が
配
給
上
に
於
け
る
職
分
ど
し
て
論
じ
た
凡
て
の
配
給
行 

爲
を
行

a
得
又
普
通
行
つ
て
ゐ
る
者
で
、其
爲
す
所
の
行
爲
に
特
に
'異
な
る
點
あ
る
を
認
む
る 

こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
か
の
前
述
の
配
給
經
過
の
縱
斷
的
分
裂
の
原
則
に
從
つ
て
吳 

服
ビ
太
物
が
济

#
冏

と

な

酒

商

:^
荒
物
商
が
答

»

業
化
す
る
の
は
其
市
場
親
察
、品
質
鑑
定 

等
に

.

.獅
特
の
技
術

.技
能
を
必
要
ビ
る
ず
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、か
の
同
じ
く
酒
を
取
扱
ふ 

商
業
の
上

S
:
:
.
供
I創
造
行
爲
，取
扱

a
技
術
、資
金
の
調
節
の
上
に
柯
等
の
性
質
上
の
踔
別
が
あ 

る
か
余
は
之
を
知
る
に
困
し
む
も
の
で
あ
る
。
余
の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
卸
商

S
小
賣
商 

の
肺
別
は
少
な
く

 

o

現
代
の
配

’給
組
織
の
下
に
あ
り
て
は
か

，
る
行

®

や
技
能
や
職
分
，換 

言
す

'、；
^
ば
配
給
わ
爲
の
麵

«

上
の
相
違
か
ら
し

L
兩
者
が
並
存
し
て

.ゐ
る
も
の
で
な
く
し
て
、
 

m

は
商
業
の
分
单
上

0

差
興
を
節
調
せ
ん
が
爲
に
發
生
し
、且

o
存
枉
の
理
由
，.の
存
す
る
も
の 

.ビ
信
ず
る
の

で

あ

る

:
°
佘
は
左「

に
‘
.然
る

.所
以
を
說
明
せ
ん
。

'五

；

对
|'
.
?

濟

®

會
に
於
，て

&

も
顯
著
な
る
現
象
は
集
中

(concentration)

と
云
ふ
事
费
で
ぁ
る
。

而
し
て
其
中
で
茲
に
問
題
に
な
る
の
は

(

一)

大
量
生
產

(Large-Scale Production} <
0

ご
財
貨
が
中 

央
市
場
に
集
中
す
る

(concentration 

of m
a
r
k
e
t
i
n
g
)

こ
の
ニ
つ
で
あ
る
。

.

. 

.

.

.

. 

. 

圓；

. 

; 

! 

*

:人
間
社
會
に
於

.け
バ
る
物

'質
..的
：財
貨
，の

.存
在
量
が
人
間
の
愁
望
に
此
し
て
稀
少
な
る
結
果

S

し
て
、中
世
の
如
き
小
規
模
の

^

®
で
は

''
'
'到
，底
今
日
：の

@

人
の
發
達
せ
る

0
0
を
滿
足

3
す
こ

.

.

.

. 

. 

—
.
.
. 

. 

. 

.

ビ
が
出
來
な
ぐ
な
つ
た
の
で
あ
る
。
获
に
於
て
か
此
矛
盾
を
調
和
す
る
爲
め
に
技
術
的
分
業

^
 

 ̂

1

^

 

m
 

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

,
社
會
 

I

 

f

 な
つ
て
來

た
。
而
し
て
か

、
る
エ

_

が
：其
；所

：在

地

を
撰

定
.す
る
や
多
く
其
原
料
の
所
在
地
、動
力
又
は
勞 

ガ
-を

#
,る
に

容
易
な
：

る
.地
.
.方換

1
«
す

れ
ば
生
產
に

有

利
.な
る

地
方
を

撰
み
、
其
製
造
品
の
配
給 

R

就

て

は

之

を

今

日

.の

發

達

せ

る

ま

業
機
關
に

.委
し

®

造
業
者
自
か
ら
は
最
皁
消
®
の
便
と 

云
ふ
條
件
に
は

*.
•
ま

り顧
慮
し
な
ぐ
な

つ
た
-の
で
あ
る
。
而
し
て
之
等
の
地
方
に
は
其
地
方 

の
生
產
條
件
に
適
合
せ
る
工
業
が
集
中
す
る
ビ
云
ふ
事
實
を
生
す
る
當
然
の
結
果
^
し
て
兹 

に
：：

又
エ
業
生
產
の

.集
中

:^
云
：ふ

'事
實
が
起
つ
て
來
る
の
で
あ
る
。

地
方
的
に
集
中
せ
ら
れ
た
工
業
：の
生
産
物
が
亦

r

ヶ
所
に
集
中
せ
ら
れ
存
在
す
る
は
勿
論 

で
あ

1る
が
、
81
に
又
食
料
品
典
他

H

業
上
の
加

X
を
經
な
い
で
直
ち
に
消
費
せ
ら
れ
る
貨
物
•及

滞十七卷
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一六八七心輪
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激
酿
給
組
織
存
冻
の
理
由
|-
關
マ
る
新
就
 

第
十
號
 

七
七



;'
#
十
七
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f

 

(
H

ハ
八
八

)

論

說

.
酏
給
組
m
荏
社
の
魂
出
に
關
す
石
新
狐
 

第十®

七八

び
外

®
.に
製

#

又
：.は
！i

製
せ
ら
れ
^
消
费
用
の
貨
物
等
も
亦
今
日
必
中
一
度
は
國
内
中
央
市 

場
：に
集
ホ
せ
ら
れ
る
の
事
實
が
あ
る
。

丨

M

ふ
に
典
同

«

濟
..內
に

.於
て

|は
假
令
其
間
に
於
て
分
業
の
行
は
る
、
も

W
且

<>
生
產

S
消 

费
が
合
致
す
る
の
は
其
經
濟
內

n
於
け
る

^

*
«,
1
費
が
統
一
的
意
組
の
下
に
行
は
れ
て
ゐ
る 

結
架
に
外
な
ら
ぬ
。
從
つ
て
其
經
濟
內
に
於
，て
生
活
を
營
む
も
の
は
敢
て
他
人
の
な
ォ
消
费 

又
は
生

*

R
付
き
特
に
之
を
知
悉

L

て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

«

#
は
存
在
し
な
い
。
然
る 

ん
变

#1
輕
濟
の
；下
に
於
て

0
0
^
消

«

が
分
離
す
る
艏
果
は
生
產
者
は
：消

S

の
主
體
、客
體
、時 

0
を

知

ら

す

、
消

费

者

は

生

.：產

;：の

主

體

、
容

體

、
時

期

を

，
知

る

こ

气

か

出

來
な
ぃ

o

而
し
て
之
等
雨 

;

者
が

.此
稱

Q

'W
方
而
に
於
け
る
不
便
を
避
け
ん
ビ
す
る
に
は
一
定
の
場
所
に
集
合
し
て
双
方 

相
；接
觸
し
て
以
て
双
方
に
於
け
る
事
情
を
相

2
.に
明
ら
か
に
す
る
機
會
の
存
在
す
る
こ
ビ
を 

:

必
要

^
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
の
旣
に
早

く

中
世
®
ん
に
行
は
れ
た
市
場

(
M
a
r
k

rt-

§
p,
g
aal
w
g

)

の
屬
度
は
即
ち
貨
物
配
給

^

に
於
け
る
此

.糊
の
職
分
を
盡
し
て
ゐ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
 

當
時
の
市
場
に
は
只
地
方
的
に

'限
ら
れ
た
も
の

'き
、又
各
地
方
間
、歐
洲
で
は
國
際
的
の
も
の
も 

*

つ
た
が

^

未
だ
大
屮
央
市
場
と

»

す
る
程
の
も
の
で
も
む
か
つ
た

o

從
っ
て
其
収
极
ふ
商

IU； 容 れ 過 及 に  

界 易 ば し び 足 

の な な . 而 寒 ら  

需 ら ら し . ，業 な  

耍 し な て 的 い  

供 む ぐ 此 K- も 

給 る な 超 ；同 の  
漭 の つ 過 一 で  

が 事 f Z し の あ  

集 實 ° た 農 つ  

合 を ， 而 生 ，餘 た  

す 生 し 麁 物  

る じ て 物 を  

中 れ 當 は の  

央 ° m 其 み

品
の
分
量
も
今
、
に
此
す
れ
ば
殆
ん
ど
云
ふ 

然
る
に
近
世
に
於
け
る
耕
地

;®
®

の
增
加 

る，結
架
は
其
遨
物
は
地
方
的

.
霧

を

遙、に
：：

超 

廣
く
佌
界
市
場
又
は
國

W

全
般
に
求
め
な
け 

た
交
姐
通
信
機
關
の
爲
に
其

®

行
を
極
.めて 

て
か
_

方
钠
市
場
の
代
：は

b

に
：全
國
又
は
全 

^

製
ビ
す
る
に
到
り
た
も
の
で
あ
る

。

::)

、ff
i
:に
又
永
く
保
存
し
又
は
遠
隔
地
に
發
送
す
る
こ
ミ
の
出
來
な
い
性
®
を
有
す
る 

活
品
は
成
る
可
く

FI
十

ぐ
之
を
處

.分

.す

■る：の

.必
要
か
あ
る
。：其
^
果
ビ
し
ず
成
る
可
く 

市
場
を
必
要
と
す
る
に
倒
る
も
の
で
あ
る
。

 

.

斯
の
如
さ
中
央
市
揚
發
生
す
る
に
到
ら
ぱ
供
給
者
は
如

H

な
る
柿
類
の
も
の

も
、例 

k

需
.喪
者
を
燬
見
し

#:
可
.く
、又
蘇
要
者
は
如
何
な
る
品
質
の
も
の
に
て
も
其
市
場 

其
必

ig
^
Jす

る
分

S

を
直
ち
に
手
に
す
る
乙

'
と
が

.出
來
る
も
の
で
あ
る
。
換
言

i 

.る：」

中
央
市
揚
は

(

一：)

如
：何
な
る

'品
質
の
物

A

ニ)

必
要
の
分
量
丈
{三
一
必
要
の
盼
に
容
易 

筇十七

^

(
I

六
八
九〕

繭
餽
刚
給
紕
織
荏
在
の
理
出
に
捌

3

新
説 

第
十
麗

に れ に

生
齑
す 

消
費
を 

發
逄
し 

玆
に
於 

市
場
を

日
常
生 

大
な
る

時
、容
易 

到
ら
ば 

ば

か

、
；
 

喪
却
し
、

七九



n
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一

六
九
〇〕

W

說
酣
給
組
織

S

I
理
由
に
關

する
新說
 

第
i
 

t 

又
は

)®
入
し
得
る
ど
云
ふ
配
給
上
の
最
高
理
想
の
爲
め
に
缺
く
可
か
ら
ざ
る
制
度
で
あ
る 

此
故
に
學
者
は
此
中
央
市
場
を
以
て
配
給
組
織

R
於
け
る
貯
水
池
に

譬

へ
る
の
が

t
旭

e
あ

► > 

o 

、

1

6

ハ
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〕
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n
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o
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l
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a
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A
i
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u
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s
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«m B o «

之
を
以
て
見
れ

:

現̂
代
經
濟
粗
織
の
下
に
於
て
製
造
品
は
技
術
上
か
ら
し
て
、其
也
の

ft
ょ 

ムi

雖
ど
れ
費
の

fe
K

に
伸
ふ
缺
陷
を
調
節
す
る
爲
め
に
一
地
方
に
集
中
す
る
は
«
く

»1
か
ら 

ざ

る
« 

f

な
る
の
で
あ
る
。
玆
に
於
て
間

f

な
る

.の
は

I

然
ら
は
此
大
雰 

供
給
し

I

取
引

I

s

場

眞

寧

^

^

其
源

f

な

す

雪

S

位
は
之
に 

應
す
る
丈
の
大
經
營
の
も
の
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
、史
に
又

s

此
の
大
工
業
及
び
中
央
市
場
を
離

I 

て
行

ぐ

貨
物
の
終
局
の
到
筘
點
た
る
最
後
の
消
費
經
濟
單
位
の
大
き
は
如
何
で
あ
る
か
と

 ̂

ふ
こ
ど
で
あ
る
。

.然
る
に
吾
人
は
奇
怪

t

此
大
量
生
產
及
び
大
跫
集
中
の
中
央
げ
場
が

1
 

述
の
如
く
經
濟
の
發
達
に
伸

-

a益
减
中
の
實
を
高
め
て
其
規
模
を
大
に
す
る
に
も
拘
次
ゝ
そ

之
に
，材
料
を
供
給
し
、其
の
生
海
物
を
消
，

*
す
：る
其
兩
極
端
に
在
る
經
濟
锻
位
の
規
模
は
前
者 

の
集
中
ビ
反
比
例

:,
'的
に
縮
少
し
つ

'、
あ
る

^

實
を
發
見
す
る
の
で
あ
る
。

先
：：

づ
汍
最
初
の
物
資
材
料
の
出
發
點
で
あ
る
農
業
に
就
て
見
る
に
土
地
の
所
有
及
び
經
營 

は
エ
業

_

饉
及
市
揚
の
大
ビ
な
る
に
反
此
例
し
て
^
々
小
ど
な
つ
て
來
た
事
實
が
滕
然
ビ
し

:

て
存
在
：し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
則

ち

*
代
中
世
に
於
て
土
地
を
所
有
し
て
ゐ
る
こ
と
は
其
所

.

.- 

.

冇
.者
の
祉
會
的
地
位
を
高
め
政
治
的
勢
力
を
得
る
の
基
礎

ビ

し

て
認
め
ら
れ
る
形
式
で
あ
つ 

た
。
而
し
て
か
の
近
世
に
於
け
る
大
な
る
土
地
所
有
者
は
實
に
此
の
過
去
に
於
け

る

土
地
大 

所
有
の
遺
物
に
外
な
ら
な

S

の
で
あ
る
。
 

•

一然るにが

，
る
土
地
の

.大
所

^

は
農
業
經
營
上
の
理
由
の
爲
め
、

SI
に
又
政
治
的
理
由
、土
地 

の
工
業

化
、
^
市

©

®
s:
x

場
の
發
達
な
ど

ビ

云
ふ
一
般
社
會
的

事

®

の
た
め
に
分

_
せ
ら
れ 

V
.

小
所
有
ど
な

\

且
つ
農
業
は
小
規
模
に
經
營
せ
ら
る
、
に
到
つ
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
都

I市 

及
び
エ

©

發
達
の
結
妣
は
小

M

m
の
地
に
集
約
的
に
耕
作
す
る
を
要
す
る
生
產
物

S

菜
、果
實

- 

小
.家
畜
、苹
花

)

に
對
し

.
て

有

利

：
な

る

販

，
路

'

を

生

じ

，た

る

W
、

又
家

.族
の
副
業
♦及
び
營
利
の
機
會
を 

與
ふ
る
に
到
つ
た
か
ら
で
あ
る
0
何
れ
に
し
て
も
農
業
經
營
は
一
般
的
に
小
經
營
を
利
益
な

.
桀
t
七
怨

(
H

ハ九
.一〕

：
論
肌
刚
給
紕
織

^
4の现
|-
|
4
.
|-
*
關
す
ゐ
新
訛 

.

第
卞
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十
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八
ニ

り
ビ
す
.
る
議
論
.が
.漸
く
'
有

勢

ど

な:^
、

(

一 
部

の

社

會

主

_

者
を
，除
け
ば)

乂
S

實
に
於
て
歐
洲
諸

國

及

び
米

國
に
於
て
す
ら
も
小
經
營
の
增
：加
を
晃
る

に
到
つ
れ
の
で

あ
る
。

(

註一)

s
 

o 

.(

姓一
〕

.Philippovich, Grsdriss, Bd II 

M Tcil, :I2. 
A
ucn
M
O
N
O 

S. 27-3.1.
(

t-
t
-r.
y
'
S
C
H
g
m
a
l
v
p
r

H-
d
p
l
e
y
p

tp
o.
OJ
^
.
l
y

然
ら
ば
.財
貨
移

®;
の
終
局

0

到
着
*
た
る
家

^

は
如
怀
。
こ
れ
亦

«:
會
の
發

a

ビ
典

K
益

.

.

.

.

.

.

 

.

. 

. 

.
'
.
> 
一
'
..

冷
小

:.
:ど
な
つ
て

來
て
ゐ
る

"

遠
く

*

代
の
數
西
人
を
包
括
し
た
原
始
的
家
族
._度
は
之
を
問 

は
す
と
す

る

も
、近
世

「

家
族
制
度
以
前
に
存
し
た
父

系

家

族

(

s
e pa

s
a
r
c
h
a
l
i
s
c
h
e

 

F
a
m
i
l
i
e
)

に
於 

.け
る
象
族
の

.vft
は
シ
ユ
モ
ラ

ー

の
云
ふ
所
に
ょ
れ
ば
少
な
く

 

e
も
十
入
、乂
«
々
二
十
人
の
上 

を
出
て
ゐ
た
の
：.で
あ
.：る
が
、現
.代
に
於
け
る

•家
族
の
人
員
は
六
人
、五
人
、平
均
備
か
に
四
人
、又
は 

三
、i1

人
の
國
が
あ

.る
、之
等
現
代
の
家
族
は
最
早
家
庭
内
に
於
て
生
產
經
營

を
な

^
な
い
の

で 

_家
庭
は
全
く
泔
锻
の
中
樞
ど
な
つ
，に
ゐ
る

0

が
普
通
で
あ
る
。

''七

:
兹
.に
於
て
か
吾
ス
は
古
へ
自

'»
自
足
の
»
_
時
代
に
於
て
整
然
ミ
合
致
し
て
ゐ
た
生
產
ビ 

g

费
は
交
易
經
濟
に
入
り
て
分
離
し
て
か
ら
漸
時
に
主
反
對
の
傾
向
を
梂

&

て
發

M

し
、近
世 

に
於
て
其
矛
盾
は
殆
ん
ど
極
度

U
達
し
て
ゐ
る
の
を
發
見
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
、
る

1矛
盾
は
單
に
生
齑
ビ
消
赀
の
間
ば
か
卜
で 

の
，で
ぁ
る
。
而
し
て
此
矛
盾
は
性
質
上
の 

而
し
て
此
分
量
上
の
矛

if
は
次への-
^
が 

.M
)

生
產

w

消
農
生
牽
的
消

®

を
合
む

)

の
 

,
に
ぁ
る
も
の
は
農
業

^

—

及
.び
消
'舞
者 

(

一1

原

»

を
蒐

«

し
、生
產
物
を
配
供
す
る 

能
力
以
上
に
及
ぶ
。

へ

(一

一

1

一
甲
央

-T
I
T
*
及
び
，エ

.場

.の
取
扱
分

「

量
ビ 

質

*

の
.差
.異
の

^

だ

1.
;く

な

：
る
：。
：

而
し
.て
此
等
の
务
盾
は
エ
業
生
產
の
集 

业ハに、

|1
1

に
又
農
家
及
び
.家
庭
の
职
位
の
縮 

'蓋

し

生

.飯

の

集

中

大

な

れ
ば

益

々
廣
く
逾
く
ょ

6

之
に
要
す
る 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
益
々
遠

II
の
地
ょ
り

集
め
な
け
れ 

生
.淡
は
標
準
化
せ
ら
れ
て
ゐ
る
上
に
、倚
又
ほ
己
の
製
品
を
他
人
の

:
销十
I
 

(

一六九

'5
0 

0

配
給
糾
縱
衮

S
.
S
L
i

關する

i

說

な
く
、又

H
.

業
.生
產
ビ
農
業
生
產
の
問
に
も
法
じ
た 

矛
盾
で
は
な

く

し
て
、實
は
分
量
上
の
矛
质
で
あ
る

o 

ら
な
る
も
の
で
^

る
タ

■战
離
力
遠
く
距
た
る
爲
め
に
工
場

^

は
や

*

Tl
-
Jff
i 

の
存
在
、及
び
其
事
情
を
知
る

v J

ど
が

.出
來
な
い
。

K
.稽
が
：犬
ヒ
な
る
爲
め
其
仕
：事
が
一
經
營
の
活

_

農
：家
：の

.
'生
產
高
及
び
家
庭
の
消
费
高
ど
の
間

U
物

少 中

. ど •一»

共 中  

に 央  

益 市  

ケ 場  

甚 の  

だ 支  

し 配

す
.る
配
瀚

M

域
の
懷
大
と 

ベ
な
る

も
の
で
あ
る
。
 

材
料
及
び
原
料
を
集
め
な 

ば
な
ら
ぬ
。
特
に
今
：

n

の
 

X
V

の

$

り

^
!別
す
る
.必耍 

筇十號
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第
十
號

か
ら
し
て
之
に

#
:別
の
性
質
を
附
與
し
以
て
顧
客
を
自
&
に
引
付
け
る
必
要
が
あ 

て
か
く
し
て

 

一
II
得
た
る
®
客
を
失
は
ざ
ら
ん
が
爲
め
に
は
常
に
同
一
の
品
質
の 

h
.出

3
な
け
れ
ば
な
.ら

な

い
。

此
の
，爲

め

に

は

常

に

同

一
 

t

る
の
.
.で
.あ
.る
。
.
' 而
し
で

.31
:

^
*

は
益
々
原

»

を
廣
き
に

- 

な
る 
，の
：
 
で
：
あ 

る
。
此
舍

'猶
は
：特
：に

®!
.草
製
造
業
の

f
め
.る
 

„
而

.し
て
販
喪
の
方
而
に
於
て
も
；亦
同

-
,で
、^;
造

窩

大

な
 

れ

る
.貨
物
の
量
_大
な
る
に
從

ひ
、益
々
之
を
遠
隔
の
地
に
、益 

る
の
必
要
が
あ
な
の
で
あ
る
。

.

.
‘然而してか

I
V
,る
：矛
盾
ば
こ
れ
ヾ
歷
史
的
發
達
の

結
果 

而
も
尙
，今

H
吾
メ
が
經
濟
生
活
に
何

.等
の
：：不
便
を
威
世
な 

»

S-
L

^
の
自
然

.的
發

■達
は
か
か
る
矛
盾
を
調

和

す
る
社
會 

に
自

|

的
に
發
達
せ
し
め
、此

.の
ー
矛
质
を

_

和
し
、矛
盾
を
し

外
な
ら
な
い
。
.然
ら
ば

^

の
生
產
？
消

#

の
.
I間
に
於
け
る
分
量
上
の
矛
盾
を
調
和
し
て
ゐ
る 

社

會

制

度

と

は

何

げ

あ

：る
か
。
：
.
w
i
.日

く

配

給

飢

織

^

於

け

る
m

直

組

織

是
で
あ
る
。
先

づ

の
原
料
を
.使
州
す
る
の 

ニ旦
6

て
求
め
%
け
れ
ば 

所

.で

*
vる
ビ
云
ふ
。
 

る
に
從
ひ
、或
は
一
手
に 

々
之
を
小
さ
く
分
割
し

八四

る
。
而
し 

も
の
を
作 

必
要
が
生 

な
ら
な
く

集
中
せ
ら 

て
販
寶
す

で
あ

^
。
か
、
る
矛
盾
を

W

し
て 

い

'0
は
何
故
で
あ
る
か
。
蓋
し
經 

制

度

を

し

て

亦

，：m
か

ら

之

ど

同

^
 

て

矛

盾

/
a
ら

し

め

ざ

K
Vし

結

*
ン>

便

.宜
の
爲
め
販
賣
龃
織
ょ
り
說
明
す
る
。

八
：

；：：.；

.

:

今

p
.1.

つ
の
大
エ
業
經
營
の
氹
產
す
る
貨
物
は
數
踮
數

_十
萬
、數
.百
馮
を
數
ふ
る
小
經
濟
軍 

位
の

1

す
る
所
で
あ
る

。
:'
.

|
 

の
生
產
品
は
全

5

は
全
肚
界
に
散
在 

し
て

極

.め，て
小
量
宛
を
消
费
す

‘

無
數
の
消
費
者
：の
消
費
す
る

所

'で
あ
る
。
か
が
る
.場合
に 

於

て
の
經
營

(

企
業
に

非
中)

を
以
て
し
て
直
接
此
等
の
消
費
者
に
接
觸
し
て
彼
等
の
需
耍
を 

充

/2
す
こ

W

は
旣
に
技
術
上
の
理
由
か
ら
し
て
不
可

.能
の
こ

VJ,

に
属
す
る
の
で
あ
る
。
而
し 

て
余

は
左

{■
:
興
主
な
る
理
由
三
個
を
擧
ぐ
る
こ
ビ
が
出
來
る
。

.

.

(

.一‘

)

小
消
费
者

•か

.#
'
®'
全

：世
界

に

5

ク
_
て
ゐ
る
際

-
り
の
大
な
る

.
經

營

が一
一
此
等
の
消
費 

者
に
其

«
物
の
存
在

及

び

^
效
能
.を

®
げ
て
彼
等
の

«
要
を
喚
起
し
、又
は
興
生
產
を

®
耍
に 

適
合
ぃ
せ
し
む
る
爲
め
に
ア
彼
等
の
欲
望
の

「

狀
態
を
探
知
し
之
に
適
當
す
る
貨
物
を
生
產
し
、之
に 

適
當
な
る
览
集
、撰
別
の
方
法
を
考
察
し
、之
を
實
地
に
行
ふ

t

ビ
、換
言
す
れ
ば
前
述
の

 ̂

 ̂

0 

.s'
r

Jb
.ク
行

.
^

4-

を.A

す
ひ
疋
に
又
彼
等

.に
信
片
を
氛

.ふ
■る
‘̂

要

*
'るヾ
場

.合

.に
«

「

一
此
等
小
消 

费
者
の
資
金
信
用

«

態
を
調

®

し
、又

.は
蝌
金
を
集
收
す
る
が
如
き
全
く
不
可
，ま
の
こ
ビ
に

«

罕

七

怨

(
1
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九
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論

E
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給
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八

.，
、

す

る
.の
-で
あ
る
。
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■

^

一、假

令
悄
钱
渚
♦か
中
央
市
場
に

於
け
，る
製
造
又
は
販
賣
經
營

者
を

知
り
、
現

金
に
て
之
と

1 

接
収
引

せ
ん

ビ

,

:t
る
も
大

f
iを
取
扱
ふ
も
の
が

其
何

十
萬
分
又
は
何
千
萬
分
の
一
し
か

/f
i 

0

せ

る

#

ど

1
'

一
，
取

引

し

、

|

一
 

之
を
包
裝
し
.、之
を
發
送
す
る
は
徒
ら
に
勞
カ

«

|[
]

を
た

4 

ら
し
め
、

且

つ
配
給
费
用

を
：
し

て
益
•々
大
な
ら
し
む
る
に
到
る
で
あ
ら
ぅ
。

三
、物
資
が
只
：
ー
.ヶ
所
に
集
中
し

.て
消
費
者
ビ
の
距
離
の
遠
い
所
は
、假

令

交
通

機
關
の
發
達 

し
す
る

n

日
で

も
が

ジ
な
る

li
t
fff
r
を
必

1 !
ビ
す

る
。

特
に
腐
敗
す

る

«
物
は
其
運
遂
に

®
ご 

し
き
闲

a

を
來
た
す
。
此
故

に
；
特
に
小
額
宛
日
常
常
に
必

®

と
す
る
貨
物
如
時
供
給
，を
必

# 

ビ
す
る
僉
料

srl
r、藥
品
等

「

の
如
&
は
出
來
得
る
限
ら
消
費
者
に
接
珉
し
て
貯
藏
せ
ら
れ
て
ゐ
る 

乙W

を
要
す
る
，の

^

あ
.ふ
。

.

.然
ら
ば
大
販
資
を
な
す
製
造
業
者
及
び
中
。央
市
場
に
於
け
る
大
ノ
商
人
は
如
何
に
し
て

-f
e

M
 

と
消

©

S
の
間
に
於
け
る
此
の
空
間
的

.時
間
的
矛
盾
を
避
く
る
乙
と
が
出
來
る
か

S

云
ふ
ど
、
 

そ
れ
に
は
此
大
製
造
業
孝
乂
は
大
商
人
の

「

當
.然
な
す
可
き
仕
事
を
數
ぼ
义
は
敝
千
の
小
經
營 

「

の
||
8

に
分
個
す
る
こ
と
を
必
耍
七
ず
，

.る
。
換
言
す
れ
ば
其
消
費
全
面
樹
を
多
數
の
小
*
營
の

間
に
分
割
す
る
こ
ど
、猶
內
務
潘
が
全
國
を
多
數
の
小
地
域
を
分
割
し
町
村
を
し
て
な 

るw

同
じ
く
す
れ
ば

j

般

R
行

き

.!
:

る
こ

S

が
出
來
る
の
で
あ
る
。
か
の
廣
大
な
る 

萃
を
刈
る
に
際
し
、其
偷

«

を
小
さ
ぐ
：區：分
し
、多
數
の
者
を
し
て
各
一
面
檀
を
分
擔
し 

し
む

る

r如
き
亦
如
原
則
に
趣
く
も
の
で
あ
る
。
則
ち
斯
の
如
く
す
れ
ば
各
小
經
營 

部
に
於
け
る
大
經

_營
に
代
つ
て
、

其
.：

小
地
域
に
在
る
消
費
者
に
對
し
て
、貨
物
に
對
す
る 

:起
行
爲

_
.節
.行
爲
、架
約
，純
：彼

«
;上

の

，行

爲.ょ
'
\信
用
調
®
資
本
冏
收
に
到
る
迄
充
分 

ビ：細

;'
;心
.を
.以
て
完
全
：

に
：：

所
|賴)

配
給
，上：の

^
職
分
を
行
使
す
る
乙
ビ
♦か
出
來

る
の
t

あ 

し
て
消
费
者
は
何
時

^
雖
も
必
耍
に
應
じ
で
其
附
近
の

.店
雜
に
て

m
要
：を
充
た
す

こ 

來
る
.の
で
あ

るo
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:
.然

る

か

か

る
小

_

營

.は
：大
都
；市
：に
は
數
個
又
は
數
十

^

町
村
に
も
亦
®
多
存
在

れ
ど
も

1

A
V之
.
.を
.
.
消̂
费
者
の

»

に
托
す
れ
ば
興
數
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し
く
減
少
し
て
ゐ
る
も

■

.
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.
 

.

る
。
け
れ
ど
も

X
業
生
產
の
规
模

：

大
ヒ
な
り
、中
炎
市
場
の
包

，

括
す
る
配

‘給

K

域
の
大

合
に
は

X
業
經
營
又
は
大
中
央

Tl
r
i:
の
卸
商
が
之
.等
の
小
賣
商
ご

-—
*
一 

取
引

す

る

に

U
、
3

程
度
こ
そ

'興
な
れ
、

g

费
者
を
！ 

I

相
字
と
す
る
ど
同
糖
類
の
：分
量
上
の
矛
盾
を
生 
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及

m
多
數
の

パ
ft
:1
i
rを
朴
手
に
し
て
取
別
す
る

こ

S
が
困
雛
ビ
な
る
も
の
で
あ
る
。
然
る 

A

0

は

®
に
此
の
，生.，

>¥
*
者
又
は

中
央
市
場
の
大

商

S 

關
、卯

ち
卸
商
を
配
谓
し
、此
卸
商
が
全
國
又
は

全
®
界

の
 

域
內

.に
，ぁ
る
小

:1
商
業

|;
;
.對
し
て
配
給
上

の
ft
爲
®
分 

し
：得
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
數
多
の
卸
商
が
協 

る
の
で
あ
る

0

が
益
冷
集
中
せ

ら

れ
、
*

,®

*

域

が

愈 

て
倚
且
つ
完
全
な
る
：配
給
：行
爲
を
營
ひ 

又
.生
寧
者
ビ
卸
商
の
間
：に
：代

「
理
商
な
る 

域
内
に
あ
る
卸
商
に
對
し
て
生
產
者
の
 

の
で

ぁ
る
ド

®

之

代

商

W

云
ひ
婦
商 

及
び
職
分
に
何

等

特

別

な

，る
：
性®

上

の

配
給
跖
域
が

.餘
ぅ
に
廣
：大

^

し
て
、且
つ
距
離
遠
く
、其
消
费
分
離
が
生
產
高
ぃ 

小
な
る

.爲
；め
に
、豸

:^
域
を
分
割
し
て
#
自
の
擔
任
範

_

を
小
に
し
、、

M

て
||
:」

物
の
配
給
：を
司 

.
け
れ
ど
生
能 

の
卸
商
に
對
し 

に
於

て
か
觅
に 

を
分
割

t

、-K
地 

や

:5
に
な
る
も 

m
鉛
'上
の
行
爲 

考
の
な
す
可
き 

li
し
'^
.
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う

R

小
賣
商
業
と
の
間
に
中
間
配
給
の
機 

地
域
を
分
割
し
、其
分
割
せ
ら
れ
た
地 

を
行
は
し
む
る
己
ビ
に
ょ
つ
て
除
去 

力
し
て
小
.賣

商

業

に

對

し

て

一

生

產

熵
大

.す
る
.場
合
に
は
生
產
者
は
凡
て 

こ
^
が
岀
來
な
い
や
ぅ
に

S

る
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配
給
機
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を
生
じ
、之
が
更
に
地
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な
す
可
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配
給
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爲
と
職
分
を
行
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云
ひ
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賣
商

と

云

a
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成
す
可
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相
違
が
存
茌
す
る
の
で
な
く
、
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生
產

の
分
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を
少

く

せ
ん
と
す
る
結
果
に
外
な
ら
な
い
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で
あ
る
。而
し
て
其
結
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直

の

細
»'
ビ

な

つ
て
表
は
れ
來
る
も
の
で
あ
る
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而
し
で
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關
係
は
猶
一
師 

酬
長
ピ
兵
卒
の
關
係
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譬

る

：
ご

せ
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出

：來
るへも
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で
あ
る
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令
を
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し
、訓
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を
な
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に
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か
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の
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卒
を
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の
小
隊
と
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し
て
各
隊
長
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を
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し
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此
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小
隊
を
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杯
中
隊
長
を
し
て
之
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分
擔
統
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せ
し
め
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育
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他
凡
て
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を
行
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し
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付
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し
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た
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迪
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給
組
織
の
大
部
分
は
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で
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け
れ
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的
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侧
の
紕
織

€

し
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之
を

^

れ
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する
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以
上
余
は
主
ビ
し

.て
販
資
紐
織
に
就
て
述
ベ
た
も
の
で
ぁ
る
が
、旣
に
原
料
生
產

:

'
:

. 

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.
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_

經
營
が
益
々
小
規

模
：；

ヒ
な
戈
之
を
原
料
ど
す

」

る
エ
業
が
大
规
模
ど
な
る
以
上
は 

贩
賣
組
織
成

*

の：廊
理

.は
：释
て
以
て
直
ち
に
購
入
組
織
成
立
の
原
則

6
す
る

ゐ
の
で
ぁ
る
。

:
殊
に
今
日
の
工
業
は
專
業
化
し
、同

1

品
質
の
も
の
を
製
造
す
る

.

. 

:
.
.
.
.
.
.
. 
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' 

....

す
る
大

K

&賢
本
を
充
分

^
利

-用
.す
る
必
要
か
ら
し
て
、又
今
日
の
大
量
.生
產
は 

せ

'る
大
量
の

.IJ
r
刺

.を

.必，耍

'と
し

11
つ
規
則
疋
し
ぐ
供
紛
せ
ら
れ
る

i
を
要
す
る

.

.

.
:
: 

'

:

.

.

.

.

.

.
I

此
結

*
は

.益々
遠
隔
の

.地
方
に
散
狂
せ
る
小
股
料
生
產
者
の
生
產
物
を

M 

^
求
め

'

^  J D 來 た 業

漭
た
る
農 

以
上
述
べ 

乙

i
が

出 

上
に
、«
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品
質
0
等

の
で
あ
る
。
 

て
來
る
必

要

•か
生
.じ荻
に

前

に

揭

げ
.72
や
ぅ
な
距
離
大
な
る
直
系
組
織
を
生
ず
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

之
故
に
購
入
紐

I織
.も
版
®

組
織

も

共
に
扇

の
.
形

を

し

てゐ
る

も

の

で

、11
1
3し

て

兩

者

の

述0 

た
：
る

全

：直

系'配
給

_

織

，は
_.
1
つ
の
：
«

の
要
を

.述
續
し
た
る
如
き
形
を
な
す

i

の
で
あ
る
。
之 

を
.圖
示
す
れ
ば
大
：體

.

.次
0

如
く
な
る
。

(

第
ニ
表
參
看

)

:

.
r-
-
-生
產
ど
消
费
と
云

'
:ふ
自
然
的
ニ
：大

«
.實
が
：動
會
的
に
分
離
せ
ら
れ
て
在
在
し
て
ゐ
て
も
、双 

間
に
！i:.

等
之
に
伴
ふ

.缺ゝ
陷

1.を
生
じ
な
い
の
は
今
日
の
經
濟
組
織
の
下
に
於
て
此
生
產
と
耻
找 

ご
は

M

蛛
の

m

の
如
く
に
張
ら
れ
た
る
配
給
組
織
の
網
に
ょ
つ
て
相
互
に
連
續
せ
ら
れ
て
ゐ 

る
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
之
を

.譬
へ
ば
今
日
の

)

配
紛
組
織
は
猶
ほ
生
產
ど
消
费
と
云
ふ
ニ
埘 

-の
水
«
の
底
を
連
絡
す

る

パ
ィ
ブ
の
や
ぅ
な
も
の
で
、一
方
の
方

.面
に
於
け
る
水
釐
の
©
化
は 

it
ち

に
他
の

*

-に
通
じ
兩
者
常
に
和
平
均
し
て

la
K

な
&
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
配 

給
の
組
織
あ
る
に
ょ
つ
て
哲
人
は
興
必
耍
と
す
る
も
の
は
怀
物
ど
*
も
容
易
に
之
を
手
に
す 

る
を
得

::
0

:社
會
に

#

在
す
る
；货
物
は
，何
人
，の
生
產
.に
か
か
る
を
問
は
す
容
易
に
典
存
在
^
知 

る
こ

^
が
出
來
る
の
で
あ
る

"

五
ロ
人
若
し
深
夜
急
娲
に
襲
は
れ
て
附
近
の
藥
店
に
走
り
て
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 ̂

庙
主
に

」

病
苦
を
鮮
へ
ん

.か
、彼
は
直
ち
に
吾
入
の
未
だ
眷
：て
知
ら
ざ
る
生
產
者
の
製
造
に
か
か

铒
十
七
潘
：

(
〗

七
'0
ー〕

输

0

聞
給
紺
織
存
祖
の
理
由
|:
侧
す
名
新
說
 

第
十
號 

九
一



第
卞
七
怨

‘

(

一七〇

5

ノ
論

■
訛

配

給

紕

織

存

在

め

理

出

|'
蹯
す
ろ
無
鄱

第十號

九

農 ニ 農 家  

靖 ^ 地 猶 入 着  

間 - 地 方 間 屋

代 丨 隹  

卸  ^
小 街

る
又
吾
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の
知
ら
ざ
る

.€
物
を
與 

に
靡
，じ

.直
ち
に
必

_

の
，品
を
興
象 

如
’ぐ
し
て

交
易
經
濟
：社
會
に
ぁ
づ 

最
高
，の
理
想
は
到
.達
せ
ら
れ
る
の
 

:

二
か
；か

る

配

給

組

»:
%
:
:
_
民
ー
_

濟 

.は
供
給
の
彈
カ
性
を

if
加
す
る

Z 

-
す
る
財
貨
は
之
を
即
時
又
，は
數 

三
H

も
す
れ
ば
他
の

M

に
ょ

り

大
 

此
處
に
も
な

S

時
は
大
中
■央
市
場 

る
。
而
し
て
此
の
中
央
，市

®

に_

は 

に
蒐
積
し
、何
時
之
を
必

0
ご，す
る 

.て
：：

此

，
便

®に
對
し
卞
地
方

'市
場

 ̂

て
完
全
な
る
財
貨
流
通

.の
_:路
を 

か
か
る
關
係
が
ぁ
彡
ニ
'地
方
の
供 

第
十
七
餘
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論

說

へ
る

i

.と
倘
太
古
自
給
ほ
足
の
經
濟
ぞ
營
む
家
長
が
必
似 

族
に
與
ふ

る

と
：敏
も
異
な

る

所
は
な
い
の
で

あ

る

。

斯
の 

V

荷
：よ
く
：自
己
：經

濟

の.實
あ
ら
し
む
る
ど
云
ふ
配
給
«
ま 

で
あ
る
。

上
に
及
ぼ
す
影
響
ビ
し
て
侦
一
つ
看
過
す
可
か
ら
ざ
る

g
 

と
で
あ
る
ノ
今
日
吾
人
は
如
何
な
る
地
に
茌
る
も
興
必
恶 

時
間
に
得
る
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ビ
が
出
來
る
。
萬
一
其
地
に
な
い
時
は
ニ 

な
る
地
方
的
市
場
よ
り
取
り
寄
せ
る
己
ビ
が
出
來
る

。
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よ
り
其
の
補
充
を
受
く
る
の
道
が
開
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ 

各
生
產
地
よ
な
小
暈
宛
の
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貨
を
質

S

集
め
來
て
一
ヶ
所 

地
方
に
發
送
出
來
る
や
ぅ

^,
準
備
が
出
來
て
ゐ
る
。
酣
し 

中
央
市

®

に
.對
し

y

確
實
な
る
販
路
ど
な

b
双
方
相
俟
ク 

開
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て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
消
费
着

•地
方
市
場
、中、央
市
場
に 

給
の

.不
足
は
中
*
市
場
の
物
資
蒐

«

力
に
よ
つ
て
補
充
.せ
 

'
规
給
纽
織
存
在
の
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凼
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十
锁 
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說

酏

似

紕

撒

布

；仏
の

5

に
關
す
る
新
魏 

笫
卞
M

九
J

ら
れ
爲
め
に
地

'方
的

.に
は
.比
較
的
小
量
の
物
資
し
か
存
在
し
な
く

 

S
も

®

よ
く
*
實
に
不
斷 

給
を
；な

す

こ

S
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
.か
の
マ
ー
シ
ャ
ダ
敎
授
が
屮
央
市
揚
の
配
給
«
織
に 

の
fc
樂
す
る
關
係
は
貯
水

:'
®

ビ
云
ふ
よ
り
.も
寧
ろ

Flying whe
e
l

 

云
つ
た
方
が
遒
如
で
あ
る 

と
云
つ
た
の
は
極
め
て
至
當
の
言
ビ
云
ふ
可
き
で
あ
る

。

(

S
 

:

(

註〕
Jbid, p. W5I 

:■:

の
如 

< し
，

輕
か
ぎ
ぎ
你
か
ま
ダ
斯
ぎ
ハ
し

^
か

.

•め

f
A>
§

?

R"
s

わ
い
か 

ン

:1
:

^
 

 ̂

 ̂

 ̂

P 
き

V

S
 す
か &

 C 

b ぃ
、？
 

大

<
な
り
て
縱
斷
的
分
裂

{
«業)

を
法
じ
、生

產

s

m费
の
兩

ff
l
a,
の

I 

"
小

 ̂

 ̂

 ̂

^

^
 

 ̂

^
, 

商
：業
勞

«
の
最
大
：ビ
な

' る
に

至

:?
:

’
於
：に

&
lf
l
的
分

0

則
、ち
！
■眩
か

^
か

 ̂

•い
、生
、じ
、た
い

■一 

〇

；
.
：

V

 

ノ：
，
';
.
:
:
::

:

:

丨 

.

-

古
代
の
自
給
自
足
經
濟
が

:»
は
れ
七
：生

'產
と

vf
r
費
が
分
離
し
、而
し

：：て

此
分
.離
し
，た
る
生
ま 

及
び
舸
费
海
濟
を
司
る
經
濟

%
位
の
：大

.さ
が
：反
比
例
：的
に
發
達
し
た
爲
め
に
妓
に
注
產
相
瓦 

間

：及

：
び

生

產
S
消

1
と
：
の

减

：に

分

量

上

の

；
矛
;®
が

^
じ
た
。
而
し
て

現

代
配
給
組
織
よ
.此
の

代、
に、

分

-*
上
の
矛
盾
を
調
和
す
る
を
職
分
ビ
す
る
も

.の

if
め
る
か
ら
わ
て
.，今日
の
經
濟
組
織
の
存 

®

:*
f

る
限

6
,之

:̂
除
去
す
る
こ

.と
の
出
來
な
い
も
の
で

あ
る

0
而
し
て
此
除
か
ん

W

す
る
の 

は
猶

—
人
の
力
を
以
て
千

「

.賞
の

«

を
他
に
：運
ぼ
ん
と
す
る
も
の
：で
あ
つ
て
典
不
能
な
る
や
言 

を
俟
た
な
い
の
で
あ
る
。

'.
只
^

£
.

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
の
は

、

(

一)

か
か
る
配
給
上
の
職 

分
及
；び
之

.を
行
ふ
組

■織
ど
ゴ
ー)

此
組
織
：内
に
あ
る

W
産
權
の
所
在
及
び
か
か
る
組
織
を
動
か
す 

_

神

-£
は
兩
考
金
ぐ
：
.別
.
P
の
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
余
が
说
代
配
給
組
織
は
之 

を
除

#

し
得
す
ビ
云
ふ
の
は
配
鉛
上
の
職
分

.及
び
之
を
行
ふ
組
織
は
之
を

.M
ih
す
る
乙

S

が 

出
來
な
い
ど
云
ふ
の
で
、か
か
る
組
織
を
獨

■立
の
商
入
が
資
本
主
義
的
精
き
，を
以
て
動
か
そ
ぅ 

が
、或
は
又
產
業
組
合
が
北
ハ
同
利
益
の
精
神
で
動
か
を
ぅ
が
配
給
上
の
職
分
及
び
組
織
其
物
に 

は
何
等
の
：變
化
を
見
な

-$,

の
で
办

.る
;0
今
日
生
產
業
者
又
は
消
費
渚
が
@
ら
配
給
行
爲
を
擔 

:

當
し
减
立
の
商
人

.を
除
.去
せ
ん
ど
す
る
述
動
が
盛
ん
で
あ
る
り
れ
ど
も
、彼
の
な
す
所
は
只
從 

;來
：商
_人
の
な
し
た
る

.所
を
自
ら
之
を
行
ふ
意
味
で
、現
代
配
給
紕
織
に
は

 
'豪
末
の
變
化
を
も
生 

じ
て

.ゐ
な

い
の
で
南
る
：杏
彼
等
の
な
す
所
は
從
來

a

立
商

a

の
な
し
れ
る
所
を
眞
似
て
ゐ
る 

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

「

る
。
而
し
て
現
代
經
濟
組
織
の
維
持
せ
ら
る
、
限
办
か
か
る
配
給
組
織 
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論

說
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酩
給
紐
織
奮
の
理
由
に
關
1

辨
.訛
 

f

號
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の
述
用

‘

之
を
何
啵
が

»

當
す
る
も
^
上
余
の
述
べ
た
配
給
理
論
は
實
際
配
給
の
上
に
於
て 

必
.中
應
用
，
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

.ぬ
も
の
で
あ
る
。
此
點
を
明
か
に
す
る

t

の
ビ
し
て
余
は 

a

f
 

^
7 

V 
フ
ォ
ル
 

ニ
 

フ
果
物
生

^

業

^

組
合

(California 

Fruit 

G
r
o
w
e
r
^
w
x
c
h
a
p
c
r
e
)

の
！
こ
實
一
.1 

し
て
ゐ
る
配
給
組

..織
を
获

.に
_節
單
に
叙
述
し
て
見
た
い
。

此
紐
合
の
組
合
員
の
生
產
す
る
も
の
；は
所
謂

o

f
 £

s
i
t
s

で、興
主
な
る
も
の
は
レ
モ
ン
、ォ

I
ン
デ
、グ
レ

I

ブ
フ
ダ

ー

ト
及
び
シ

ト

ロ

ン
で
あ
る
。
此
極
の
果
物
が
近
世
配
給
龃
織
の
代

.表
的
な
も
の
で
あ
る
ど
云
ふ
の
：

.に
は
理
由
が
あ
る

0

則
ち
米
國
の
や
ぅ

e

廣
大
な
る
國
土
で

も
之
程
の
果
物
を
生

-r
す
る
地
は
殆
ん
ど
ヵ
ジ
フ
ォ
ル
一
一
ァ
と
フ
ロ
リ
ダ
に
限
ら

1
ゐ
る
有

樣
で
あ
る
。
然
る

R

M
vl
'
J費
地
は
八
ロ

#

國
加
奈
汰
全
部
を
包
擁
す
る
..備
大
な
る
販
寶
區
域
を 

有
す
る
か
ら
で

*

るO 

.
、

■此
組
合
龃
織
以
前
に
は
之
等
の
土
地
の
生
產
物
は
勿
論
丨

brokers, 

c
o
l
s
s
i
g

 

Merchants, 

J
o
b
b
e
;

 

|

#

者

;1
|

 b
u
y
e
r

等
の
猶
立
の
商
人
の

手

^
*
じ

て
各
方
面
に
販
資
せ
ら
れ 

て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に

配

給

費

の
.大
な
る

i

時
は

消
費

者
の
支
拂
ふ
代
金
の
半
額 

以
上
は

M

X
の

1 :
'^
で
あ
つ

3

且
.
o
'#
ff
c

«
資
を
な

■す
間
尾
の

ft
切
狀
が
信
賴
す
可
か
ら

3T
る
も
の
で
あ
つ
だ
爲
め
に
力
タ
ブ
オ
ル

.
一一：ァ
に
於
け
る
農
業
者
は
相
集
っ
て

1

っの
，.

產
業 

組
合
を
設

®

し
"自
ら
：脈

賣

の

事

に

；當
る
に
刹
つ
た
：ザ
の
：で
あ
る
。

此
龃
織
は

j

，
の
中
央
組
合

(centrar Exchahge)、

十
七
の
地
方
組
合

(districts 

E
x
c
h
a
n
g
e
s
;、

]?
十

... 

:
' 

.
:
.

.

. 

, 

.

.

. 

.

.

. 

: 

: 

, 

. 

... 

!: 

I

五
の
町
村
部
組
合

{local associations)

か
ら
組

.織
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
0
：此
の
最
下
級 

に

あ

る

.町
村
組
合
は
各
四
十
名
乃
至 

一
ー
]5
名

0,
農
業
渚
を
紐
合
員

ビ

す
る

も
の

で

、

合
計
で
は 

約
八
千
名
の
生
產
者
を
含
む
も
の

」

で
“

デ
而
し
て
此
.の
力
タ
フ
オ
ル
一
一
ァ
の
各
地
方
地
方 

.に
：存
在
す
る
八
千
：名
の
：農
离
の
，生
產
す
、る
果
物
は
上
述
の
龃
織
に
ょ
っ
て

j

應
中
炎
市
場
助 

ち
中
央
組
合
に

集

中

せ

ら
れ

る
.も
の

' 
で
あ
る
。
：
少
な
：く >

も.中
央
組
合
の
自
由
意
志
の

下

に 

:

贼
賣
せ
'ら
れ

る

0
へ
で
あ
る

0
:則
ち
之

#

の
農
设
の
生
：產
物
は
最
初
は
一
靡

W

村

組
合
の
管
傭 

に
あ

る

も
の
で
あ
：な
。：：:
此
町
材
組
合
：か
ら
は

.代
；炎
者
を
地
方
組
合

.に
.

送

^
,
、
此

組

合

が

其

の

管
 

轄

內

：の.町
村
組
合
の
生
：章

物

を

管
#

す
る
0
::而

し

て
此
の
地
方
組
合

は
各

一

名
の
重
役
を

中

央
.組
合
に
送
る
。
而
：し
て
此
處
に
は
，此
十
七
名
の
重
役
に

X

つ
て
選
擧
せ
ら
れ
た

 

一■名
の
總

.

.

. 

.

.

. 

• 

,

支
配
人
が
ゐ

.て
、凡
て

.の
事

^

を

®

つ
ゼ
廻
：は

'す
の
で
あ
る
。
而
し
て
茲
に
十
七
の
地
方
龃
合 

の
'全
生

.飯
物

が

統
，
«

せ
ら
.れ

る

の

で

：あ
•る
0
則
ち
以
上
の
組
織
は

IE
に」

上
述
の
購
入
組
織
に 

:
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十
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諭

餽

01
!
毅
織

I

の
蕾
に
闕
1

霧
 

0
^
0 
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.
該
常
ず
る
も
の
で
ぁ

,̂
。
斯
の
如
ぐ
し

.て：|

應
中
央
組
合
の

.支
配
卞
に
來
れ
凡
て
の
生
康
物
，
 

は
全
部
中

央

組
合

.の
手
に
ょ
つ
て
販
賣
せ
ら
れ
る
も
の
で
ぁ
る
。
此
を
全
國
に
販
資
す
る
讀 

ね
其
：全
販
質

.她
域
の

;®
曠
を
六

B5
紙
：.

(territorial 

divisions)

に
分

_

し
、各

t

>r
f
域
に
一
名
の
灰 

资

3?
枉

(aales 

M
a
B
g
e
r
)

を

m
ズ
、而
し
て
此
大
區
域
は
更

口

之
を
埤
方

M

®

o
i
s
t
r
i
c
a

に
分
劑 

し
、其
：本
部
を
興
地

.區
の
.主
た
る
市
に
置

{

も
の
で
、殆
ん
ど
凡
て

0
主
要
な
る
市
に
は
地
方
主 

f

f

i

i

f 

i

f

 
^

駐
在
し
て
ゐ
る
。，

:
而
し
て
中
央
組
合
か
ら
來

S

物
は
順
を
經
て
此
の 

地
方
主
任
の
字
許
に
來

た

り
、そ
れ
か
ら
其
地
の
卸
商
に
販
賣
せ
ら
れ
普
®
の
商
人
の
配
給
組 

織
に

/ょ
る
も
の
で
ぁ
る
。
房

：ち
以
上
は
前
述
，の
販
賣
組
織
の
蹲
則
は
ょ
る
も
の
で

*'
る
。
；今 

之
を
圖
示
す
れ
ば
左
：
0

如
：し
。(

第
三

.表
參
看

)

:
«1
者
若
し

.此

.表

.を
第
二
表

(

第
九
：ニ
，頁

)

と
參
照
せ
ん
か
自
由
交
易
經
濟
組
織
の
下
に
自
然
的 

に
*
達
せ

る

配，給
組
織
，

.も
又
，生
產

if
;
が
伸
介
，商
人
を
除
く

.爲
：め

.
R
統

|

的
意
志
の
下
に
針

® 

し
た
る
配
給
紐

,織
も
»
原
則
に

.於
て

JE
に，符
管
を
合
し
て
办
る
の
を
見
る
で
ぁ
ら
ぅ

0;
.
,*1
r 

是
れ

.今
日
の
配
給
組

®

は仕
：.

事
t

勞

働

：
の

分

；暈

上

；の
：
不

調

和

を

除

去

一

ず

る

ビ

云
ふ
余
の
說
の

. 

眞
な
る
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

务町W 爆合は断名乃至 

一*吞爲の農紫生産老を含む。

各田爾組合は® 1名

_
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夜
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魂
出
に
挪
すA
-r
f

E

第

十

雜

-
o
?

果，し
て
然
ら
ば
生
產
者
か
ら
直
接
消
費
者
に
到
る
ど
云
ふ
所
謂
直
接
配
給
は
絕
對
に
行
ょ

...

,
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'
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.
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.

ン

：
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;
'
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.
I;:
. 

.. 

. 

, 

. 

. 

- 

,
.
:
:
'■
'

V
* 

.

れ
な
い
も
の
で
あ
；

&

ぅ
か
、孢
一
行
は
れ
る
揚
合
あ
&
と
せ
ば
如
阿
な
る
睬
狃
に
ょ
る
も
の
で

'
:
. 

,
 

,
 

■ 

. 

. 

.

. 

, 

.

.

.

.へ

I 

.

.
:
-

…

■ 

.

'

 

.

あ
る
か
、換

®-
す
れ
ば
：一
直
■*
配
給
の

I原
理
及
一
び
其
限
度
如
何
^
云
‘ふ
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
 

而
し
て
此
問
題
は「
社
會
的
勞
働
組
：織
：ビ
し
て：

の
：配
給
組
織」

の
其
三
{結
論
^

し

て

M
に

槁
を
改

■. 

. 

■ 

I 

■ 

■ 

:■ 

: 

. 

■

;
 

:

め
て
，論

述

す

る

こ

ど

と

す

る

。

C
Y

九11

三
、
ニ

、
ニ
5
:

:

羅

馬

|:
於

”

る

社

會

闘

爭

：艺

社

會

思

想

a
n
.

;::
:

(

I

'

v

.n

^
 

上

七
人

'
貴
族
を
强
要
し
て

.法
律
の
公
布
を
行
は
し
め
、當
時
國
內
に
於
け
る
最
高
機
關
た

h

し
十
-大
 

官
職
に
選
任
せ
ら
る
、
の
資
格
を
少
く
ビ
も
形
式
上

R

於
て

.確
保
せ
る
：こ
ど
は
平
民
に
取
つ 

V

大
な
る
成
功
で
ぁ
っ
た

:0
.然
し
：乍
ら
十
大
官
職
の
廢
丘
並
び
に
執
政
.官
職
及
び
譴
民
官
職 

の
苒
興
は
平
民
階
：級
の
權
刺
を

#

長
し
、國
內
：に
於
て
相

^

a
づ
，
V

ぁ
：る
兩
階
級
の
和
解
を
育 

效
，な

ら

し

む

る

上

に

於

て
-

退
#

ご
稱
せ
ざ
る
を
得
な
か

0

た
。
政
治
的
鬪

#

は
依
然

e

し 

T

K
の
激
烈

3

を
續
け
て
行
く
。
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